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2019年11 月 つるがしま里山サポートクラブ活動案内 

令和 1年 10月 27日(日) 

小澤邦彦 

  

 今月は、藤小学校・栄小学校の 2小学校との共同作業があります。また、今年最後のプレ

ーパーク（五味ヶ谷）と盛りたくさんの活動がありますが、秋の活動しやすい季節なので皆

さんの参加をお願いします。 

 

◇ 11月のクラブ実施内容は以下のとおりです。 

 ◎ 藤小森の発表会 

  ☆ 活動日時 ： 11月 6日（水） 14時 30分～16時 30分 

☆ 参加目的・意義 

    藤小 3学年の環境学習の一環としてわがクラブは支援・補助活動をここ数年間実施

しています。昨年に引き続き藤小の子どもたちによる自然環境や市民の森について

の発表会が開催されます。子どもたちが一生懸命考えてきた色々な取り組み内容を

親御さんや先生達に発表します。当クラブ会員は子どもたちの生の声を聴く貴重な

経験となります。 

   ☆ 集合場所 ： 藤金の森内の広場 

  ☆ 駐車場所 ： 圏央道側道沿い   

☆ 総括責任者 ： 吉井   

 

 ◎ 五味ヶ谷の森（5号市民の森）整備 

  ☆ 活動日時 ： 11月 9日（土） 9時～12時 

  ☆ 整備の目的・内容 

    11月 16日の五味ヶ谷プレーパークイベントに向け、草刈り、森内のゴミ拾い、散

策路の整備等の準備をする。 

   ☆ 集合場所 ： 東市民センター裏の五味ヶ谷市民の森内広場 

  ☆ 駐車場所 ： 東市民センター駐車場 

  ☆ 昼食 ： おにぎり＋味噌汁＋コーヒーを用意します。 

☆ 総括責任者 ： 小澤弘 

 

 ◎ 五味ヶ谷市民の森プレーパーク 

  ☆ 活動日時 ： 11月 16日（土） 9時 00分～16時 

☆ 参加目的・意義 
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   市民の憩いの場である市民の森に多くの子どもたちやその家族の方々に参加し

てもらい、高い樹木に自分の力で登るツリーイング、綱渡り、ハンモック、竹林を

利用する音楽会・竹細工教室等、自主的に楽しく遊べる環境を準備します。 

また、模擬店等のおいしい食べ物も提供します。それらの活動を通じて、参加者

に身近にある貴重な地域の自然環境の理解と良さを再確認してもらいます。なお、

当日は東市民センターで福幸市（東日本大震災で被災した地域の支援のためのチャ

リティーイベントでバザーや模擬店、フリーマーケットで売上を寄付する活動）を

開催しています。 

 ☆ 主催 ： 当クラブ（子ども夢基金助成事業） 

 ☆ 共催 ： 杉下地域支え合い協議会 

 ☆ 協力団体 ： 広域おやこ劇場ひき北いるま、NPO法人一二三富の会、東市民セ

ンター、NPO法人あそび計画 

 ☆ 参加者数（予定） ： こども 100人、大人 100人 

 ☆ ツリーイング ： 参加費 無料  午前・午後各 20人、計 40人 

            事前申し込み 予約受付電話（吉井）080-3588-7868 

 ☆ 森の音楽祭 ： ルナ・ヌオーヴォ（鶴ヶ島在住のユニット） 

☆ 当クラブの具体的実施事項・内容 

 ● ツリーイング補助  

   ● 竹細工教室 竹楽器作り 

   ● ハンモック   綱渡り 

   ● バンブーパン  なめこ汁  

   ☆ 集合場所 ： 東市民センター市民の森広場 

  ☆ 駐車場所 ： 東市民センター駐車場 

  ☆ 昼食 ： おにぎり＋なめこ汁＋コーヒーを用意します。 

  ☆ 総括責任者 ： 吉井  補佐 ： 石川 

 

◎ 栄小学校竹林整備体験学習会 

  ☆ 活動日時 ： 11月 27日（水） 9時 00分～12時 00分  

☆ 参加目的・意義 

  栄小学校との初めてのコラボとなります。今後の連携の礎となるよう取り組みます。 

☆ 当クラブの具体的実施事項・内容 

 ● 竹林の説明 

     ● 竹細工教室 

   ☆ 集合場所 ： 東市民センター裏の五味ヶ谷市民の森内広場 

  ☆ 駐車場所 ： 東市民センター駐車場 

  ☆ 昼食 ： おにぎり＋味噌汁＋コーヒーを用意します。 

☆ 総括責任者 ： 吉井 

以上 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［同時開催］東市民センター福幸市 

[共催] 杉下地域支え合い協議会 
[協力] 東市民センター 

NPO 法人一二三富の会 
広域おやこ劇場ひき北いるま 
NPO 法人あそび計画 

[後援] 鶴ヶ島市教育委員会 
 

イラスト…小久保恵子 
チラシデザイン…木部文子 

［募 集］ こども 100 名 

おとな 100 名 

［参加費］  無料  ※雨天中止 
 
［ツリーイング］要事前申し込み 

  11 月 1 日(金)10 時 受付開始 

  ・定員 午前 20 名／午後 20 名 

  ・対象 こども（5 才～中学生） 

[お申込み] ※メール・お電話で、どうぞ。 

①～⑥の順に、ご連絡ください。 

①講座名「ツリーイング」  

②午前（10 時～） ／ 午後（13 時～） 

③参加者のお名前(ふりがな) 

④学年／年齢  ⑤保護者のお名前 

⑥住所／電話番号  ⑦メールアドレス 

[もちもの] お弁当・水筒・軍手・運動靴 

保護者のかた、おとなのかたへ 
ツリーイングは、森林整備作業のため

の、プロの技術です。ハーネスに体を固

定し、ロープワークで、安全に登ってい

きます。プロのインストラクターの指導

で、子どもたちも、自分の力で、10ｍ以

上の高さに上がれます。 

目線が変わると、まるで違った世界が

広がります。 

2019年11月16日(土) 
９時３０分(受付開始)～15時15分  

五味ヶ谷市民の森 

［主なプログラム］ 

・ツリーイング 

・ハンモック 

・竹細工と森の音楽祭 
竹で楽器を作り 
みんなで演奏しよう 

[ツリーイング] 

[森の音楽祭]  

竹細工で作った楽器を奏でて 

ルナ・ヌオーヴォといっしょに 

森の音楽祭をしよう 

[ルナ・ヌオーヴォ] 鶴ヶ島在住 
太田瞳さんと川瀬紗織さんのユニット 

[ハンモック] 

[竹細工] 

［主催・お問合せ・お申込み先］  

特定非営利活動法人 

つるがしま里山サポートクラブ 

http://satoyamasupport.com 

Mail youyoshii@dream.com 

Tel  080-3588-7868 (吉井) 

[当日受付] ツリーイング参加の方は、事前申 

込みの上、開始時刻(午前 10 時/午後 13 時)の 

10 分前までに受付にお越しください。 

[バンブーパン] 

[里山の恵み体験]  

 バンブーパンづくり 1 本 50 円（材料費） 

なめこ汁づくり  1 杯 50 円（材料費） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[指導者名] 予定 

◆森林インストラクター・樹木医 三澤望太  

◆NPO 法人ツリーマスタークライミングアカデミー 

藤田和則・梅木智則・秋山金正 

金子功 ・高橋豊 ・下須賀和美 

黒柳麻紀子 

◆NPO 法人一二三富の会 清水豊・井手和夫 

◆杉下地域支え合い協議会  

眞保健一・伊藤邦夫 

◆広域おやこ劇場ひき北いるま  

小久保恵子・田中美智子 

◆ルナ・ヌオーヴォ 

太田瞳 ・川瀬紗織 

◆NPO 法人つるがしま里山サポートクラブ 

  小沢邦彦・佐野英樹・石川利江 

  柏木美之・小沼英二・吉井優 

  牛島哲雄・井上富美・小澤弘 ほか 

※駐車場は、東市民センターをご利用下さい。 [五味ケ谷市民の森] 

[綱渡り] 

[なめこ採り] 

[ツリーイング] 

[ツリーイング] 

[森の音楽祭] 

[ツリーイング]  
竹林と雑木林を樹上から眺め

ることにより、竹や樹木の茂り方

の違いがわかります。植物同士の

生存競争と共存する様が観察で

きます。 

子どもたちの体力の違いやセ

ンスの違いにより、木のてっぺん

まで上るスピードが違いますが、

どの子もおもいきり身体を使い

ます。みんな笑顔で木から下りて

きます。 

[竹細工と森の音楽祭]  
竹林の竹を使った各種体験を

実施します。 

竹で打楽器を作り、音楽家の指

導のもと、竹林の中で音楽演奏を

楽しみます。 

また、リクエストに応じて花瓶

やお椀、けん玉なども作れます。 

竹にパン生地を巻き付け炭火

で焼くバンブーパンも人気です。

焼いている時は、子どもたちもと

ても集中しています。 

 

[ハンモック・綱渡り]  
雑木林を楽しむため、ハンモッ

クを多数設置します。 

森のイベントでは、常にハンモ

ックを設置していますが、いつも

大人気で、人が絶えません。 

綱渡りは、上下 2 本のラッシン

グベルトで樹木を結んで行いま

す。ハーネスを装着し、上のベル

トに紐で繋ぐことで安全を確保

しています。 


